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社
協
で
は
、
在
宅
で
暮
ら
す
七
〇

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
を
対

象
に
、
孤
独
感
の
解
消
や
健
康
の
保

持
増
進
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
旭
地

区
・
鉾
田
地
区
・
大
洋
地
区
で
毎
月

一
回
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
サ
ロ

ン
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
あ

い
さ
つ
か
ら
参
加
者
同
士
の
交
流
が

は
じ
ま
り
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
さ
ら
に

皆
さ
ん
と
お
い
し
い
食
事
を
囲
み
な

が
ら
一
日
を
過
ご
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
参
加
者
が
最
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
の
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
心
を
込
め
て
作
る
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
「
手
料
理
」

で
す
。
大
勢
で
食
べ
る
昼
食
は
、
自

然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
会
話
も
弾
み
、

と
て
も
に
ぎ
や
か
な
ひ
と
時
と
な
り

ま
す
。

　
帰
り
の
際
に
は
「
ま
た
来
月
会
い

ま
し
ょ
う
」
と
、
お
互
い
に
約
束
を

交
わ
し
、
こ
の
事
業
で
再
会
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
帰
路
に
つ
き
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
、
こ
の

サ
ロ
ン
事
業
に
参
加
い
た
だ
き
、
地

域
に
元
気
な
高
齢
者
が
増
え
て
く
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
社
協
ま
た

は
地
区
の
民
生
委
員
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
サ
ロ
ン

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
サ
ロ
ン

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
サ
ロ
ン

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
サ
ロ
ン

赤い羽根
共同募金 このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

赤い羽根
共同募金

保
育
所（
園
）・
幼
稚
園
児
の
作
品

　
あ
ど
け
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、絵
を
と
お
し
て
福
祉
の「
め
」を
育
む
こ
と
も

大
切
な
事
で
す
。

　
市
内
の
保
育
所（
園
）や
幼
稚
園
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

鉾田市社協
ホームページのお知らせ

社協では、福祉に関する活動を市民の皆さまにより理解していただくためホーム
ページを開設しています。ぜひ、閲覧してください。
URL http://www.hokotashakyo.or.jp （「鉾田市社会福祉協議会」で検索できます。）
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夏
鳥
と
し
て
五
月
こ
ろ
東
南
ア
ジ

ア
等
か
ら
渡
来
す
る
。
同
じ
時
季
に
、

各
地
の
葭
原
等
で
ご
く
普
通
に
見
ら

れ
る
近
縁
の
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
に
比
べ

る
と
、
数
は
ず
っ
と
少
な
い
。
ま
た
、

国
内
で
の
繁
殖
地
も
局
地
的
で
あ
る
。

以
前
は
、
北
浦
最
北
部
付
近
で
は
身

近
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
繁
殖
地
の

除
草
等
で
現
在
は
ご
く
少
数
が
生
息

し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

　
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
に
比
べ
る
と
小
さ

く
、
さ
え
ず
り
も
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
の

「
ギ
ョ
ギ
ョ
シ
、
ギ
ョ
ギ
ョ
シ
、
ケ

ケ
シ
…
」
と
比
べ
、
本
種
の
方
が
細

く
早
口
で
さ
え
ず
る
。
頭
部
に
あ
る

黒
褐
色
の
頭
側
線
と
過
眼
線
が
本
種

の
特
徴
で
あ
る
。

サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ 

　
　
　
　
…
… 

【
カ
サ
サ
ギ
ヒ
タ
キ
科
】

　
夏
鳥
と
し
て
南
方
か
ら
渡
来
す
る

が
、
当
市
付
近
で
の
生
息
数
は
ご
く

少
数
で
あ
る
。
オ
ス
は
、
非
常
に
長

い
尾
と
青
い
ア
イ
リ
ン
グ
が
特
徴
の

美
し
い
鳥
で
あ
る
。
メ
ス
に
も
青
い

綺
麗
な
ア
イ
リ
ン
グ
は
あ
る
が
、
全

体
的
に
地
味
で
あ
る
。

　
さ
え
ず
り
は
、
早
口
小
声
で
聞
き

取
り
に
く
い
「
フ
ィ
チ
イ
　
フ
ィ
チ

イ
」
の
あ
と
に
続
け
て
、
や
や
大
き

め
で
よ
く
聞
き
取
れ
る
「
ホ
イ
ホ
イ

ホ
イ
」
と
鳴
く
。
昔
は
、
こ
の
鳴
き

声
を
「
月
日
星
」
と
聞
き
な
し
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
「
月
の
光
」、「
日

の
光
」、「
星
の
光
」
か
ら
「
三
光
鳥
」

と
い
う
名
前
が
つ
い
た
。

川
　
又
　
利
　
彦

「
お
と
も
だ
ち
と
、

　
　
　
　
た
の
し
い
ブ
ラ
ン
コ
」

　
春
の
ポ
カ
ポ
カ
な
園
庭
で
、
仲
良
し
の
お

友
達
と
一
緒
に
乗
る
ブ
ラ
ン
コ
は
と
て
も
楽
し

く
て
、
自
然
と
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

鉾
田
市
立
鉾
田
北
幼
稚
園

お
か
ざ
き
　
ほ
の
か（
５
歳
児
）

「
明
日
へ
向
か
っ
て
出
発
!!
」

　
友
だ
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
、
色
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
を
こ
め
て
・
・
・
。

　
　
鉾
田
市
立
第
一
保
育
所ま

つ
組

ツ
キ
ヒ
ホ
シ

サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
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♦ 社協会員の加入促進　
　 ・一般会員(9,108口)
　 ・特別会員(541口)
　 ・団体会員(241口) 合計14,223,000円
♦ 赤い羽根共同募金運動（戸別募金、大口募金、職域募
金、街頭募金、学校募金実施）　  合計12,472,066円

♦ 善意銀行の運営(金品預託：64件、物品預託：38件)
 合計1,991,063円

♦ 社協だよりの発行(年6回)
♦ ホームページ運営(年10回更新)
♦ 社会福祉大会(表彰56名、感謝8団体)
　

♦ チャレンジスクール（つくば市方面　50名参加）
♦ 傾聴ボランティア養成講習会（全4回 延べ31名参加）
♦ 点字講習会(全10回 延べ40名参加)
♦ 手話講習会(全10回 延べ65名参加)
♦ 災害ボランティアバスの運行
　 (宮城県東松島市21名参加)
♦ 防災ボランティア講習会
　 (全5回 延べ96名参加）

♦ ボランティア活動協力校助成事業
　 (市内小中学校　指定校４校、準指定校20校)
♦ 星空映画会事業
　 (上映「長靴を履いたネコ」　約800名参加)
♦ 福祉作文コンクール事業
　 (最優秀作品１点、優秀作品２点、佳作５点)
♦ 親子ふれあい事業
　 (サンドアート、観劇「僕らのおうち」　約180名参加)
♦ ファミリーサポート事業
　 (会員数：112名、相互援助活動：延べ112回)
　

♦ 介護用品・福祉車両無料貸出事業
　 …車いす等（82件）、福祉車両（60件）
♦ 介護用品支給事業
　 (月1,000円分クーポン券配布　40名　延べ448枚)
♦ いきいきサロン助成事業（13地区）
♦ ひとり暮らし高齢者サロン事業
　 (旭・鉾田・大洋地区　各年12回　延べ1,219名)

♦ ふれあい電話事業
　 (鉾田・大洋地区　各年12回　希望者110名)
♦ 通所型介護予防事業（元気教室）
　 (旭・鉾田・大洋地区　年138回　延べ1,374名参加)

♦ 障がい者ふれあい事業
　 (餅つき、ソルトキャンドル作成　122名参加)
♦ 地域活動支援センター「のぞみ」運営
♦ 地域活動支援センター「スマイルハウス」運営

♦ 新入学児童祝金支給事業（30件）

♦ 緊急食材貸付支援事業（14件）
♦ 歳末見舞金配布事業
　 （ひとり暮らし高齢者236件、要援護児童・生徒7件、　
心身障害者(児)5件、その他4件、障害者施設配分7施設）

♦ 地域福祉活動推進費助成事業（51件）
♦ 地域ケアシステム推進事業
　 (取扱いケース10件、サービス調整会議3回、クイック
会議13回)

♦ 日常生活自立支援事業（利用者15名）
♦ 心配ごと相談所運営事業
　 （弁護士相談年間12回、一般相談3件　延べ109件）

♦ 居宅介護支援事業…ケアプラン作成数（988件）、　
介護予防ケアプラン作成(138件)

♦ 訪問介護利用件数(1,640件)
♦ 障害者自立支援利用件数(1,640件)
♦ 移動支援利用件数(144件)
♦ 高齢者生活管理指導員派遣事業利用件数(93件)
♦ 介護移送利用件数(2,022件)
♦ 訪問介護法外支援利用件数(794件)

♦ 鉾田市高齢者クラブ連合会(旭・鉾田・大洋支部）
♦ 鉾田市身体障害者福祉協議会
♦ 鉾田市大洋地区遺族会
♦ 鉾田市遺族会旭支部
♦ 鉾田市手をつなぐ育成会
♦ 茨城県共同募金会鉾田市支会
♦ 鉾田市ボランティア連絡会

平成24年度平成24年度 事 業 報 告事 業 報 告

周知・啓発活動

ボランティアの育成と推進

児童福祉対策

老人福祉対策

財源の確保

障害 (児 ) 者対策

母子・父子福祉対策 

低所得者福祉対策

地域福祉対策

居宅介護事業

各種団体の支援

（　）カッコは24年度内訳平成24年度平成24年度 決 算 報 告決 算 報 告（一般会計）（一般会計）

　皆様からご協力いただきました会員会費・共同募金さらには市からの補助金・受託金を主な収入として、
地域福祉活動の推進に有効活用させていただきました。皆様のご協力にあらためて感謝申し上げます。

支出合計　174,935,663円収入合計　181,202,234円

※次年度繰越金　6,266,571円

積立預金
取崩収入
4,045,533円

設備整備等寄付金収入
1,646,465円

その他の収入
4,664,880円

前年度繰越金
3,493,973円
会費収入
14,223,000円

補助金収入
63,426,000円

受託金収入
48,940,600円

助成金収入
1,790,000円

事業収入
5,667,210円

共同募金
配分金収入
10,986,962円

負担金収入
312,000円

利用料収入
4,990,023円

雑収入
715,167円

受取利息
配当金収入
86,353円

会計単位間繰入金収入
2,765,505円

経理区分間繰入金収入
13,448,563円

福祉基金事業
98,786円

共同募金事業
8,022,898円心配ごと相談事業

593,369円

ボランティア
活動事業
5,698,527円

善意銀行事業
2,309,865円

  法人運営事業
（事務費・広報誌発行・
　委員会費・助成金等）
　97,842,832円

 受託事業
（地域ケアシステム、
 ファミリーサポート、
 元気教室、日常生活
 自立支援事業、在宅
 介護支援センター）
 17,724,977円

 指定管理事業
（ともえ荘・幸遊館）
 27,514,181円

 地域活動支援センター事業
（のぞみ・スマイルハウス）
 15,130,228円

ボランティアはじめてみませんか？ボランティアはじめてみませんか？
大募集！！大募集！！

✿ 旭　支　所　 ☎ ０２９１－３７－３５７１
✿ 大 洋 支 所　 ☎ ０２９１－３４－５２００

✿ 本　　　所　 ☎ ０２９１－３２－５８３１
　申込先・問い合せ先

※受講された方にはボランティア登録をお願いいたします。なお、受講申込み者が５名に満たない場合は実施いたしません。

地域の高齢者の話に心を傾けてくれるボランティアを養成します。

● 開 催 日

● 開催時間
● 開催場所
● 参 加 費
● 申込締切

● 開催日程

● 開催時間
● 開催場所
● 参 加 費
● 申込締切

６月21日(金)・27日(木)・28日(金)
７月５日(金)
9:30～12:30
社協鉾田本所
無料
６月14日(金)

【入 門 編】全15回
入門とは・・・
初めて手話を学ぶ方、または学習経験が１年未満の方が対象

【基 礎 編】全20回

傾聴ボランティア養成講習会【全4回】

専門的な技術を持ったボランティアを養成します。

７月～12月＜開講式７月10日(水)＞
第２・４水曜日
9:30～11:30
大洋公民館
無料（但し、テキスト代500円程度）
６月28日(金)　※日程は申込み受付後送付

点字ボランティア養成講習会【全10回】

手話ボランティア養成講習会【入門・基礎】

基礎とは・・・
手話入門を終了された方、またはその同等のレベルの方が対象

社会福祉法人　鉾田市社会福祉協議会

鉾田市ボランティア活動センター

赤い羽根
共同募金 このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。 赤い羽根

共同募金 このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

● 開催日程
● 開催時間
● 開催場所
● 参 加 費

● 開催日程
● 開催時間
● 開催場所
● 参 加 費
● 申込締切

７月～11月 ＜開講式：７月13日(土)＞
10:00～12:00(土曜日)
老人福祉センター ともえ荘２F
無料
（但し、テキスト代1,200円程度）

７月～12月 ＜開講式：７月５日（金）＞
19:00～21:00(金曜日)
社協鉾田本所
無料（但し、テキスト代1,500円程度）
入門編・基礎編ともに６月28日(金)　
※日程表は申込み受付後送付
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♦ 社協会員の加入促進　
　 ・一般会員(9,108口)
　 ・特別会員(541口)
　 ・団体会員(241口) 合計14,223,000円
♦ 赤い羽根共同募金運動（戸別募金、大口募金、職域募
金、街頭募金、学校募金実施）　  合計12,472,066円

♦ 善意銀行の運営(金品預託：64件、物品預託：38件)
 合計1,991,063円

♦ 社協だよりの発行(年6回)
♦ ホームページ運営(年10回更新)
♦ 社会福祉大会(表彰56名、感謝8団体)
　

♦ チャレンジスクール（つくば市方面　50名参加）
♦ 傾聴ボランティア養成講習会（全4回 延べ31名参加）
♦ 点字講習会(全10回 延べ40名参加)
♦ 手話講習会(全10回 延べ65名参加)
♦ 災害ボランティアバスの運行
　 (宮城県東松島市21名参加)
♦ 防災ボランティア講習会
　 (全5回 延べ96名参加）

♦ ボランティア活動協力校助成事業
　 (市内小中学校　指定校４校、準指定校20校)
♦ 星空映画会事業
　 (上映「長靴を履いたネコ」　約800名参加)
♦ 福祉作文コンクール事業
　 (最優秀作品１点、優秀作品２点、佳作５点)
♦ 親子ふれあい事業
　 (サンドアート、観劇「僕らのおうち」　約180名参加)
♦ ファミリーサポート事業
　 (会員数：112名、相互援助活動：延べ112回)
　

♦ 介護用品・福祉車両無料貸出事業
　 …車いす等（82件）、福祉車両（60件）
♦ 介護用品支給事業
　 (月1,000円分クーポン券配布　40名　延べ448枚)
♦ いきいきサロン助成事業（13地区）
♦ ひとり暮らし高齢者サロン事業
　 (旭・鉾田・大洋地区　各年12回　延べ1,219名)

♦ ふれあい電話事業
　 (鉾田・大洋地区　各年12回　希望者110名)
♦ 通所型介護予防事業（元気教室）
　 (旭・鉾田・大洋地区　年138回　延べ1,374名参加)

♦ 障がい者ふれあい事業
　 (餅つき、ソルトキャンドル作成　122名参加)
♦ 地域活動支援センター「のぞみ」運営
♦ 地域活動支援センター「スマイルハウス」運営

♦ 新入学児童祝金支給事業（30件）

♦ 緊急食材貸付支援事業（14件）
♦ 歳末見舞金配布事業
　 （ひとり暮らし高齢者236件、要援護児童・生徒7件、　
心身障害者(児)5件、その他4件、障害者施設配分7施設）

♦ 地域福祉活動推進費助成事業（51件）
♦ 地域ケアシステム推進事業
　 (取扱いケース10件、サービス調整会議3回、クイック
会議13回)

♦ 日常生活自立支援事業（利用者15名）
♦ 心配ごと相談所運営事業
　 （弁護士相談年間12回、一般相談3件　延べ109件）

♦ 居宅介護支援事業…ケアプラン作成数（988件）、　
介護予防ケアプラン作成(138件)

♦ 訪問介護利用件数(1,640件)
♦ 障害者自立支援利用件数(1,640件)
♦ 移動支援利用件数(144件)
♦ 高齢者生活管理指導員派遣事業利用件数(93件)
♦ 介護移送利用件数(2,022件)
♦ 訪問介護法外支援利用件数(794件)

♦ 鉾田市高齢者クラブ連合会(旭・鉾田・大洋支部）
♦ 鉾田市身体障害者福祉協議会
♦ 鉾田市大洋地区遺族会
♦ 鉾田市遺族会旭支部
♦ 鉾田市手をつなぐ育成会
♦ 茨城県共同募金会鉾田市支会
♦ 鉾田市ボランティア連絡会

平成24年度平成24年度 事 業 報 告事 業 報 告

周知・啓発活動

ボランティアの育成と推進

児童福祉対策

老人福祉対策

財源の確保

障害 (児 ) 者対策

母子・父子福祉対策 

低所得者福祉対策

地域福祉対策

居宅介護事業

各種団体の支援

（　）カッコは24年度内訳平成24年度平成24年度 決 算 報 告決 算 報 告（一般会計）（一般会計）

　皆様からご協力いただきました会員会費・共同募金さらには市からの補助金・受託金を主な収入として、
地域福祉活動の推進に有効活用させていただきました。皆様のご協力にあらためて感謝申し上げます。

支出合計　174,935,663円収入合計　181,202,234円

※次年度繰越金　6,266,571円

積立預金
取崩収入
4,045,533円

設備整備等寄付金収入
1,646,465円

その他の収入
4,664,880円

前年度繰越金
3,493,973円
会費収入
14,223,000円

補助金収入
63,426,000円

受託金収入
48,940,600円

助成金収入
1,790,000円

事業収入
5,667,210円

共同募金
配分金収入
10,986,962円

負担金収入
312,000円

利用料収入
4,990,023円

雑収入
715,167円

受取利息
配当金収入
86,353円

会計単位間繰入金収入
2,765,505円

経理区分間繰入金収入
13,448,563円

福祉基金事業
98,786円

共同募金事業
8,022,898円心配ごと相談事業

593,369円

ボランティア
活動事業
5,698,527円

善意銀行事業
2,309,865円

  法人運営事業
（事務費・広報誌発行・
　委員会費・助成金等）
　97,842,832円

 受託事業
（地域ケアシステム、
 ファミリーサポート、
 元気教室、日常生活
 自立支援事業、在宅
 介護支援センター）
 17,724,977円

 指定管理事業
（ともえ荘・幸遊館）
 27,514,181円

 地域活動支援センター事業
（のぞみ・スマイルハウス）
 15,130,228円

ボランティアはじめてみませんか？ボランティアはじめてみませんか？
大募集！！大募集！！

✿ 旭　支　所　 ☎ ０２９１－３７－３５７１
✿ 大 洋 支 所　 ☎ ０２９１－３４－５２００

✿ 本　　　所　 ☎ ０２９１－３２－５８３１
　申込先・問い合せ先

※受講された方にはボランティア登録をお願いいたします。なお、受講申込み者が５名に満たない場合は実施いたしません。

地域の高齢者の話に心を傾けてくれるボランティアを養成します。

● 開 催 日

● 開催時間
● 開催場所
● 参 加 費
● 申込締切

● 開催日程

● 開催時間
● 開催場所
● 参 加 費
● 申込締切

６月21日(金)・27日(木)・28日(金)
７月５日(金)
9:30～12:30
社協鉾田本所
無料
６月14日(金)

【入 門 編】全15回
入門とは・・・
初めて手話を学ぶ方、または学習経験が１年未満の方が対象

【基 礎 編】全20回

傾聴ボランティア養成講習会【全4回】

専門的な技術を持ったボランティアを養成します。

７月～12月＜開講式７月10日(水)＞
第２・４水曜日
9:30～11:30
大洋公民館
無料（但し、テキスト代500円程度）
６月28日(金)　※日程は申込み受付後送付

点字ボランティア養成講習会【全10回】

手話ボランティア養成講習会【入門・基礎】

基礎とは・・・
手話入門を終了された方、またはその同等のレベルの方が対象

社会福祉法人　鉾田市社会福祉協議会

鉾田市ボランティア活動センター

赤い羽根
共同募金 このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。 赤い羽根

共同募金 このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

● 開催日程
● 開催時間
● 開催場所
● 参 加 費

● 開催日程
● 開催時間
● 開催場所
● 参 加 費
● 申込締切

７月～11月 ＜開講式：７月13日(土)＞
10:00～12:00(土曜日)
老人福祉センター ともえ荘２F
無料
（但し、テキスト代1,200円程度）

７月～12月 ＜開講式：７月５日（金）＞
19:00～21:00(金曜日)
社協鉾田本所
無料（但し、テキスト代1,500円程度）
入門編・基礎編ともに６月28日(金)　
※日程表は申込み受付後送付

第 43 号（３） 社　協　だ　よ　り 第 43 号 （２）社　協　だ　よ　り

赤い羽根
共同募金

赤い羽根
共同募金

赤い羽根
共同募金

赤い羽根
共同募金

赤い羽根
共同募金

赤い羽根
共同募金



て
い
る
そ
う
で
す
。
ぼ
く
は
、
物

だ
け
で
な
く
人
間
も
全
て
の
人
々

に
優
し
く「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
心
」

に
な
れ
た
ら
、
障
害
が
あ
る
人
に

と
っ
て
も
、
な
い
人
に
と
っ
て
も
、

過
ご
し
や
す
い
環
境
に
な
る
の
に

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　相
手
の
気
持
ち
も
考
え
ず
に
思

い
や
り
の
な
い
言
葉
を
言
う
こ
と

は
、
と
て
も
悲
し
い
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
、
自
分
よ
り
も
弱
い
人
に

向
け
て
の
言
葉
な
ら
な
お
さ
ら
で

す
。
悲
し
い
気
持
ち
に
な
る
人
が

い
な
い
世
の
中
に
な
れ
ば
み
ん
な

で
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
ぼ
く
は
こ
れ

か
ら
も
優
し
い
心
を
も
て
る
よ
う

心
が
け
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
今
度
こ
そ
困
っ
て
い
る
人
が
い

た
ら
、
勇
気
を
も
っ
て
一
歩
ふ
み

出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

家
族
へ

　感
謝
を
こ
め
て

　　私
は
七
人
家
族
で
す
。

　お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
私
達
と
一

し
ょ
に
遊
ん
で
く
れ
ま
す
。
家
の

中
で
ト
ラ
ン
プ
や
か
く
れ
ん
ぼ
を

し
た
り
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

が
い
な
い
時
に
ど
こ
か
楽
し
い
所

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
し
ま

す
。
雨
が
ふ
っ
た
時
に
、
車
で
学

校
の
送
り
む
か
え
も
し
て
く
れ
ま

す
。
一
し
ょ
に
い
る
と
楽
し
い
お

じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
。

　お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
母
さ
ん

が
仕
事
で
い
そ
が
し
い
時
に
い
つ

も
お
い
し
い
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ

ま
す
。
私
達
の
好
き
な
料
理
を

作
っ
て
く
れ
た
り
、
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
て
く
れ
た
り
し
て
、

私
達
の
身
体
の
こ
と
を
気
づ
か
っ

て
く
れ
ま
す
。
と
て
も
や
さ
し
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

　お
父
さ
ん
は
平
日
仕
事
が
い
そ

が
し
く
て
な
か
な
か
会
え
ま
せ
ん
。

で
も
、
休
日
に
な
る
と
私
達
の

行
っ
て
み
た
い
場
所
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
す
。
お
母
さ
ん
や

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
い
な
い
時
に
、
ふ
だ
ん
料
理
を

し
な
い
お
父
さ
ん
が
目
玉
焼
き
を

作
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
味
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
い
ざ

と
い
う
時
に
た
よ
り
に
な
る
お
父

さ
ん
で
す
。

　お
母
さ
ん
は
、
私
が
な
や
ん
で

い
る
時
に
、
一
し
ょ
に
考
え
て
く

れ
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く

れ
た
り
し
ま
す
。
か
ぜ
を
ひ
い
た

時
に
は
、
一
生
け
ん
命
か
ん
病
し

て
く
れ
ま
す
。
仕
事
で
帰
り
が
お

そ
く
な
る
時
に
は
、
み
ん
な
の
こ

と
を
心
配
し
て
電
話
を
く
れ
ま
す
。

そ
ん
な
お
母
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。

　二
人
の
妹
は
、
私
の
い
い
遊
び

相
手
で
す
。
上
の
妹
は
、
私
が
勉

強
し
て
い
る
時
に
、
下
の
妹
の
面

ど
う
を
よ
く
見
て
く
れ
る
の
で
、

と
て
も
助
か
り
ま
す
。
妹
が
毎
日

楽
し
い
お
話
を
し
て
く
れ
る
の
で

た
い
く
つ
な
時
が
あ
り
ま
せ
ん
。

明
る
く
て
か
わ
い
い
妹
達
で
す
。

　家
族
は
私
に
と
っ
て
、
と
て
も

大
切
な
そ
ん
在
で
す
。
家
族
み
ん

な
に
私
は
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
だ
か
ら
言
葉
で
言
い
表
せ
な

い
ほ
ど
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
私
も
家

族
の
た
め
に
、
み
ん
な
が
喜
ぶ
こ

と
を
し
た
い
で
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
だ
ろ
う
。

世
の
た
め
人
の
た
め
。
私
に
は
正

直
、
な
ぜ
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
学
ぶ
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
小
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
て
も
、
自
分
の

中
で
何
で
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
と
疑
問
で
し
た
。

　そ
ん
な
私
が
高
学
年
に
な
っ
て

サ
ン
ハ
ウ
ス
を
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演

奏
や
学
級
歌
を
歌
わ
せ
て
い
た
だ

い
た
後
、
大
勢
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
握
手
を
し
ま
し

た
。
私
は
人
と
握
手
を
す
る
こ
と

に
慣
れ
て
い
な
く
て
困
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
み
な
さ

ん
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
私
の
手
を

握
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
す
る
と
私

の
心
が
嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
楽
し

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
来
て
い
る
は
ず
の
私
が
、
逆

に
元
気
づ
け
ら
れ
と
て
も
温
か
い

気
持
ち
に
な
る
と
は
思
い
も
よ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
訪
問

を
通
し
て
、
相
手
が
笑
顔
に

な
っ
た
り
握
手
す
る
こ
と
、
人

と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
深
ま
る

と
自
分
自
身
が
楽
し
く
て
幸
せ

な
気
持
ち
に
な
れ
る
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。

　と
り
の
す
保
育
園
を
訪
問
し
た

と
き
は
、
お
年
寄
り
の
方
と
違
っ

て
、
思
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
口
に
す

る
子
や
初
め
て
会
う
私
た
ち
に
抱

き
つ
い
て
く
る
よ
う
な
人
な
つ
っ

こ
い
子
も
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
子

た
ち
と
ど
う
接
し
て
い
い
か
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
一
緒
に

紙
芝
居
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、

な
ぞ
な
ぞ
で
交
流
を
深
め
て
い
く

う
ち
に
恥
ず
か
し
か
っ
た
気
持
ち

か
ら
だ
ん
だ
ん
う
れ
し
い
気
持
ち

に
な
っ
て
、
自
分
か
ら
声
を
か
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　私
は
人
と
の
会
話
や
つ
き
あ
い

は
苦
手
で
す
。
で
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
自
分
の
気
持
ち
を

う
れ
し
い
気
持
ち
で
満
た
し
て
く

れ
る
も
の
な
ん
だ
と
気
が
つ
き
ま

し
た
。
私
は
笑
顔
で
人
と
接
す
れ

ば
、
人
と
心
が
通
じ
る
と
感
じ
ま

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
を
学
ぶ
と
共
に
、
そ
れ
を

教
え
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
参
加
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　五
年
生
の
頃
で
す
。
ぼ
く
が
産

業
文
化
祭
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
か
け

た
際
、
行
列
が
で
き
た
お
店
の
近

く
で
、

「
じ
ゃ
ま
に
な
る
か
ら
ど
け
。」

と
言
っ
て
い
る
人
を
目
に
し
ま
し

た
。
そ
の
言
葉
が
向
け
ら
れ
た
先

に
は
、
車
い
す
に
乗
っ
た
人
が
い

ま
し
た
。
車
い
す
に
乗
っ
た
人
は

急
い
で
移
動
し
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
地
面
が
で
こ
ぼ
こ
で
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
進
め
ま
せ
ん
。

　こ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
、
ぼ
く

は
自
分
が
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
け
れ
ど
、
す
ご
く
い
や
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

ぼ
く
は
、
と
っ
さ
に
一
歩
を
ふ
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

助
け
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
け
れ

ど
、
勇
気
が
出
な
く
て
助
け
て
あ

げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　ぼ
く
は
、
思
い
や
り
の
な
い
言

葉
を
言
っ
た
人
へ
の
腹
立
た
し
さ

と
、
動
け
な
か
っ
た
自
分
へ
の
い

ら
立
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。　そ

ん
な
時
、
学
校
の
授
業
で
、

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
に

つ
い
て
知
り
ま
し
た
。「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
と
は
、「
す
べ

て
の
人
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」
を

意
味
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
年
齢

や
障
害
の
有
無
な
ど
に
か
か
わ
ら

ず
、
全
て
の
人
々
に
優
し
く
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

　私
は
今
ま
で
、
で
き
な
か
っ
た

感
謝
を
こ
の
作
文
を
通
し
て
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
感
謝
し
た
い

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

自
分
が
今
一
番
伝
え
た
い
こ
と
を

書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　私
に
は
感
謝
を
伝
え
た
い
人
が
、

三
人
い
ま
す
。

　一
人
目
は
、
私
を
産
ん
で
く
れ

た
母
で
す
。
私
が
生
ま
れ
て
こ
こ

ま
で
こ
ら
れ
た
の
も
母
の
お
か
げ

で
す
。
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
し
、

つ
ら
い
の
に
弱
音
を
は
か
ず
に
が

ん
ば
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
感
謝
し

た
い
で
す
。

　二
人
目
は
、
つ
ら
い
仕
事
を
文

句
も
言
わ
ず
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ

て
い
る
父
で
す
。
残
業
も
あ
っ
て

ス
ト
レ
ス
な
ど
が
た
ま
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
笑
顔
で
遊
ん

で
く
れ
る
こ
と
を
感
謝
し
た
い
で

す
。　三

人
目
は
、
自
分
で
は
ね
む
い

は
ず
な
の
に
、
無
理
を
し
て
勉
強

を
教
え
て
く
れ
る
兄
で
す
。
兄
は

中
学
校
に
入
学
し
て
い
そ
が
し
い

は
ず
な
の
に
、
や
さ
し
く
、
て
い

ね
い
に
勉
強
を
教
え
て
く
れ
た
こ

と
を
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　私
は
家
族
に
い
つ
も
「
あ
り
が

と
う
」
が
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
け
ど
、
こ
の
作
文
を
通
し
て
書

い
て
み
る
と
、
自
分
か
ら
言
う
勇

気
が
出
て
き
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
は
素
直
に
「
あ
り
が

と
う
」
や
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
が

言
え
る
よ
う
に
し
て
、
心
の
中
で

も
い
つ
も
感
謝
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
家
族
が
気
づ
か
せ

て
く
れ
た
感
謝
の
気
持
ち
を
友
達

に
も
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　私

の
友
達
は
い
つ
も
気
づ
か
っ

て
く
れ
て
、
や
さ
し
く
接
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
私
も
同
じ
よ
う
に

や
さ
し
く
接
す
る
こ
と
で
、
友

達
に
感
謝
を
伝
え
よ
う
と
思
い

ま
す
。

私
の
家
族

大和田小　6年

遠藤　梨希也

優
し
い
心

上島東小　6年

神 田 美 里
巴第一小　6年

皆 藤 美 月

旭東小　6年

鬼 沢 侑 希

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
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て
い
る
そ
う
で
す
。
ぼ
く
は
、
物

だ
け
で
な
く
人
間
も
全
て
の
人
々

に
優
し
く「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
心
」

に
な
れ
た
ら
、
障
害
が
あ
る
人
に

と
っ
て
も
、
な
い
人
に
と
っ
て
も
、

過
ご
し
や
す
い
環
境
に
な
る
の
に

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　相
手
の
気
持
ち
も
考
え
ず
に
思

い
や
り
の
な
い
言
葉
を
言
う
こ
と

は
、
と
て
も
悲
し
い
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
、
自
分
よ
り
も
弱
い
人
に

向
け
て
の
言
葉
な
ら
な
お
さ
ら
で

す
。
悲
し
い
気
持
ち
に
な
る
人
が

い
な
い
世
の
中
に
な
れ
ば
み
ん
な

で
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
ぼ
く
は
こ
れ

か
ら
も
優
し
い
心
を
も
て
る
よ
う

心
が
け
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
今
度
こ
そ
困
っ
て
い
る
人
が
い

た
ら
、
勇
気
を
も
っ
て
一
歩
ふ
み

出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

家
族
へ

　感
謝
を
こ
め
て

　　私
は
七
人
家
族
で
す
。

　お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
私
達
と
一

し
ょ
に
遊
ん
で
く
れ
ま
す
。
家
の

中
で
ト
ラ
ン
プ
や
か
く
れ
ん
ぼ
を

し
た
り
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

が
い
な
い
時
に
ど
こ
か
楽
し
い
所

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
し
ま

す
。
雨
が
ふ
っ
た
時
に
、
車
で
学

校
の
送
り
む
か
え
も
し
て
く
れ
ま

す
。
一
し
ょ
に
い
る
と
楽
し
い
お

じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
。

　お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
母
さ
ん

が
仕
事
で
い
そ
が
し
い
時
に
い
つ

も
お
い
し
い
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ

ま
す
。
私
達
の
好
き
な
料
理
を

作
っ
て
く
れ
た
り
、
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
て
く
れ
た
り
し
て
、

私
達
の
身
体
の
こ
と
を
気
づ
か
っ

て
く
れ
ま
す
。
と
て
も
や
さ
し
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

　お
父
さ
ん
は
平
日
仕
事
が
い
そ

が
し
く
て
な
か
な
か
会
え
ま
せ
ん
。

で
も
、
休
日
に
な
る
と
私
達
の

行
っ
て
み
た
い
場
所
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
す
。
お
母
さ
ん
や

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
い
な
い
時
に
、
ふ
だ
ん
料
理
を

し
な
い
お
父
さ
ん
が
目
玉
焼
き
を

作
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
味
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
い
ざ

と
い
う
時
に
た
よ
り
に
な
る
お
父

さ
ん
で
す
。

　お
母
さ
ん
は
、
私
が
な
や
ん
で

い
る
時
に
、
一
し
ょ
に
考
え
て
く

れ
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く

れ
た
り
し
ま
す
。
か
ぜ
を
ひ
い
た

時
に
は
、
一
生
け
ん
命
か
ん
病
し

て
く
れ
ま
す
。
仕
事
で
帰
り
が
お

そ
く
な
る
時
に
は
、
み
ん
な
の
こ

と
を
心
配
し
て
電
話
を
く
れ
ま
す
。

そ
ん
な
お
母
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。

　二
人
の
妹
は
、
私
の
い
い
遊
び

相
手
で
す
。
上
の
妹
は
、
私
が
勉

強
し
て
い
る
時
に
、
下
の
妹
の
面

ど
う
を
よ
く
見
て
く
れ
る
の
で
、

と
て
も
助
か
り
ま
す
。
妹
が
毎
日

楽
し
い
お
話
を
し
て
く
れ
る
の
で

た
い
く
つ
な
時
が
あ
り
ま
せ
ん
。

明
る
く
て
か
わ
い
い
妹
達
で
す
。

　家
族
は
私
に
と
っ
て
、
と
て
も

大
切
な
そ
ん
在
で
す
。
家
族
み
ん

な
に
私
は
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
だ
か
ら
言
葉
で
言
い
表
せ
な

い
ほ
ど
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
私
も
家

族
の
た
め
に
、
み
ん
な
が
喜
ぶ
こ

と
を
し
た
い
で
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
だ
ろ
う
。

世
の
た
め
人
の
た
め
。
私
に
は
正

直
、
な
ぜ
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
学
ぶ
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
小
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
て
も
、
自
分
の

中
で
何
で
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
と
疑
問
で
し
た
。

　そ
ん
な
私
が
高
学
年
に
な
っ
て

サ
ン
ハ
ウ
ス
を
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演

奏
や
学
級
歌
を
歌
わ
せ
て
い
た
だ

い
た
後
、
大
勢
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
握
手
を
し
ま
し

た
。
私
は
人
と
握
手
を
す
る
こ
と

に
慣
れ
て
い
な
く
て
困
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
み
な
さ

ん
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
私
の
手
を

握
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
す
る
と
私

の
心
が
嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
楽
し

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
来
て
い
る
は
ず
の
私
が
、
逆

に
元
気
づ
け
ら
れ
と
て
も
温
か
い

気
持
ち
に
な
る
と
は
思
い
も
よ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
訪
問

を
通
し
て
、
相
手
が
笑
顔
に

な
っ
た
り
握
手
す
る
こ
と
、
人

と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
深
ま
る

と
自
分
自
身
が
楽
し
く
て
幸
せ

な
気
持
ち
に
な
れ
る
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。

　と
り
の
す
保
育
園
を
訪
問
し
た

と
き
は
、
お
年
寄
り
の
方
と
違
っ

て
、
思
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
口
に
す

る
子
や
初
め
て
会
う
私
た
ち
に
抱

き
つ
い
て
く
る
よ
う
な
人
な
つ
っ

こ
い
子
も
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
子

た
ち
と
ど
う
接
し
て
い
い
か
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
一
緒
に

紙
芝
居
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、

な
ぞ
な
ぞ
で
交
流
を
深
め
て
い
く

う
ち
に
恥
ず
か
し
か
っ
た
気
持
ち

か
ら
だ
ん
だ
ん
う
れ
し
い
気
持
ち

に
な
っ
て
、
自
分
か
ら
声
を
か
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　私
は
人
と
の
会
話
や
つ
き
あ
い

は
苦
手
で
す
。
で
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
自
分
の
気
持
ち
を

う
れ
し
い
気
持
ち
で
満
た
し
て
く

れ
る
も
の
な
ん
だ
と
気
が
つ
き
ま

し
た
。
私
は
笑
顔
で
人
と
接
す
れ

ば
、
人
と
心
が
通
じ
る
と
感
じ
ま

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
を
学
ぶ
と
共
に
、
そ
れ
を

教
え
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
参
加
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　五
年
生
の
頃
で
す
。
ぼ
く
が
産

業
文
化
祭
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
か
け

た
際
、
行
列
が
で
き
た
お
店
の
近

く
で
、

「
じ
ゃ
ま
に
な
る
か
ら
ど
け
。」

と
言
っ
て
い
る
人
を
目
に
し
ま
し

た
。
そ
の
言
葉
が
向
け
ら
れ
た
先

に
は
、
車
い
す
に
乗
っ
た
人
が
い

ま
し
た
。
車
い
す
に
乗
っ
た
人
は

急
い
で
移
動
し
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
地
面
が
で
こ
ぼ
こ
で
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
進
め
ま
せ
ん
。

　こ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
、
ぼ
く

は
自
分
が
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
け
れ
ど
、
す
ご
く
い
や
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

ぼ
く
は
、
と
っ
さ
に
一
歩
を
ふ
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

助
け
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
け
れ

ど
、
勇
気
が
出
な
く
て
助
け
て
あ

げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　ぼ
く
は
、
思
い
や
り
の
な
い
言

葉
を
言
っ
た
人
へ
の
腹
立
た
し
さ

と
、
動
け
な
か
っ
た
自
分
へ
の
い

ら
立
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。　そ

ん
な
時
、
学
校
の
授
業
で
、

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
に

つ
い
て
知
り
ま
し
た
。「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
と
は
、「
す
べ

て
の
人
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」
を

意
味
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
年
齢

や
障
害
の
有
無
な
ど
に
か
か
わ
ら

ず
、
全
て
の
人
々
に
優
し
く
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

　私
は
今
ま
で
、
で
き
な
か
っ
た

感
謝
を
こ
の
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通
し
て
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え

た
い
と
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ま
す
。
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謝
し
た
い
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が
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分
が
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一
番
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え
た
い
こ
と
を
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た
い
と
思
い
ま
す
。

　私
に
は
感
謝
を
伝
え
た
い
人
が
、

三
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い
ま
す
。

　一
人
目
は
、
私
を
産
ん
で
く
れ

た
母
で
す
。
私
が
生
ま
れ
て
こ
こ

ま
で
こ
ら
れ
た
の
も
母
の
お
か
げ

で
す
。
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
し
、

つ
ら
い
の
に
弱
音
を
は
か
ず
に
が

ん
ば
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
感
謝
し

た
い
で
す
。

　二
人
目
は
、
つ
ら
い
仕
事
を
文

句
も
言
わ
ず
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ

て
い
る
父
で
す
。
残
業
も
あ
っ
て

ス
ト
レ
ス
な
ど
が
た
ま
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
笑
顔
で
遊
ん

で
く
れ
る
こ
と
を
感
謝
し
た
い
で

す
。　三

人
目
は
、
自
分
で
は
ね
む
い

は
ず
な
の
に
、
無
理
を
し
て
勉
強

を
教
え
て
く
れ
る
兄
で
す
。
兄
は

中
学
校
に
入
学
し
て
い
そ
が
し
い

は
ず
な
の
に
、
や
さ
し
く
、
て
い

ね
い
に
勉
強
を
教
え
て
く
れ
た
こ

と
を
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　私
は
家
族
に
い
つ
も
「
あ
り
が

と
う
」
が
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
け
ど
、
こ
の
作
文
を
通
し
て
書

い
て
み
る
と
、
自
分
か
ら
言
う
勇

気
が
出
て
き
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
は
素
直
に
「
あ
り
が

と
う
」
や
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
が

言
え
る
よ
う
に
し
て
、
心
の
中
で

も
い
つ
も
感
謝
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
家
族
が
気
づ
か
せ

て
く
れ
た
感
謝
の
気
持
ち
を
友
達

に
も
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　私

の
友
達
は
い
つ
も
気
づ
か
っ

て
く
れ
て
、
や
さ
し
く
接
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
私
も
同
じ
よ
う
に

や
さ
し
く
接
す
る
こ
と
で
、
友

達
に
感
謝
を
伝
え
よ
う
と
思
い

ま
す
。
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福祉基金へ預託
●鉾田市女性連絡協議会 74,000円

福祉一般へ預託

●鉾田地区民生委員児童委員協議会

　（4月分） 3,345円

●鉾田地区民生委員児童委員協議会

　（5月分） 3,197円

老人福祉へ預託
●医療法人　幸樹会　鬼沢医院 

 17,005円

●加藤　　勝さん

 ウォーキングマシン 1台

●平沼　一彦さん

 タオル30本　紙おむつ２袋

●野口　　良さん タオル300本

●鎌田　伊助さん 

 ミルキークイン苗11枚

 コシヒカリ苗　　11枚

●小沢かついさん ゆかた ４着

●匿　名 　記念切手　8,794円分

◎使用済み切手・図書カード
飯塚　道夫さん ・ 野口　良さん ・

フロンティア鉾田　春の場所・大和

田農機店・（合資）集栄社・鉾田市道路

建設課・鉾田市上下水道部・鉾田地区

民生委員児童委員協議会・ひまわり

（渡辺　恵子さん）・鉾田市税務課

善　 意 　品

期間：3月11日～ 5月10日現在

多くの善意を
　　　ありがとう
多くの善意を
　　　ありがとう
多くの善意を
　　　ありがとう
多くの善意を
　　　ありがとう

善　 意 　金

地区大会
参加者募集

《鉾田地区大会》
日　時
場　所
種　目

申込先

申込締切

７月１１日（木）９：００～

鉾田総合公園

輪投げ・クロッケー・

ペタンク・ゲートボール・

グラウンドゴルフ

社協　鉾田本所

☎３２-５８３１

６月２８日（金）

●参加資格　市内在住で60歳
　　　　　　以上の健康な方
●参 加 費　２００円

※高齢者クラブ会員は、支部
　の高齢者クラブ連合会から
　お申込みください。

　　  鉾田市高齢者いきいきスポーツ大会　　  鉾田市高齢者いきいきスポーツ大会

● 日 　 時
● 場 　 所
● 対 　 象

● 内 　 容

申込み締切

《大洋地区大会》
日　時
場　所
種　目
申込先

申込締切

７月４日（木）９：００～

大洋運動公園

クロッケー・ペタンク

社協　大洋支所

☎３４-５２００

６月２０日（木）

《旭地区大会》
日　時
場　所
種　目
申込先

申込締切

７月２４日（水）９：００～

旭スポーツセンター

ペタンク

社協　旭支所

☎３７-３５７１

７月１０日（水）

　鉾田市ファミリーサポートセンターとは、子育ての手助けが出来る方
（協力会員）と子育ての手助けを希望する方（利用会員）が会員となり、
お互いに助け合って子育て支援を行うセンターです。サポートセンター
では、乳幼児安全法短期講習会を開催いたします。

７月１２日（金） 午前９時３０分～正午

鉾田市社会福祉協議会（ともえ荘２階） 鉾田市当間２２８番地

・ファミリーサポートセンター会員
・協力会員希望者（講習会終了後、協力会員として登録する
ことができます。）

・市内に居住し、現在子育て中の方、又は地域の子育てに関
心のある方。

・子どもに起こりやすい事故の予防と手当
・子どもの一次救命処置の手順（心肺蘇生法）
・ＡＥＤの使い方　講 師：日本赤十字社

７月５日（金）

乳幼児安全法短期講習会について乳幼児安全法短期講習会について乳幼児安全法短期講習会について乳幼児安全法短期講習会について
鉾田市ファミリーサポートセンター

鉾田市社会福祉協議会　☎３２－５８３１●お問い合わせ・申し込み先●

赤い羽根
共同募金

赤い羽根
共同募金 このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

受付期間 ： 6月10日（月）～7月5日（金）※土日、祝日を除く
（１） 介護福祉士　（２） ホームヘルパー

（１） 要援護者宅を訪問し、相談・支援業務等を行う。

（２） 利用者の居宅を訪問し、生活援助・身体介護等を行う。

（１） １名　（２） 若干名　※面接により決定

採用日～平成26年3月31日

※勤務成績により、年度更新あり。

（１） 普通自動車免許、介護福祉士

（２） 普通自動車免許、ホームヘルパー２級以上

（１） 月額150,000円　（２） 時給940円～

（１）通勤手当、資格手当、賞与　（２）通勤手当

（１） 午前8時30分～午後5時15分

（２）１日4時間、週3日程度勤務できる方（応相談）

土・日、祝日、年末年始

（１） 鉾田本所　（２） 鉾田本所、旭支所、大洋支所

募集する職

職 務 内 容

採用予定数

雇 用 期 間

応 募 資 格

給 　 　 与

手 当 等

勤 務 時 間

休  日  等

勤 務 場 所

１．募集する職種、職務内容、給与等

２．申込期限
　　　履歴書を下記事務局へ7月5日（金）までに提出してください。

３．採用等
　　　面接後、本人宛連絡します。

採用人員 ： 正職員　1名
採 用 日 ： 11月 1日（予定）

一般事務及び福祉事業に関する業務全般

鉾田市及び近隣市町村に居住し、次の要件を満たす方
（1）欠格事項に該当しない者で、昭和 60 年 4 月 2 日から

平成3年4月 1日までに生まれ、学校教育法による大
学（短期大学を除く）を卒業した方

（2）普通自動車運転免許を有する方
　　 （平成25年10月31日までに取得見込みを含む）

第１次試験　期　日：７月28日（日）　
　　　　　　会　場：鉾田市社会福祉協議会 鉾田本所
第２次試験　期　日：９月１日（日） ※１次合格者のみ
　　　　　　会　場：鉾田市社会福祉協議会 鉾田本所

筆記試験、作文試験、面接 ※１次合格者のみ

（1）受験申込書は、下記の申込先で配布します。
　郵送希望の場合は、宛先を明記し 120 円切手を貼っ
た返信用封筒（角２サイズ）を下記申込先へ郵送して
ください。

（2）受付時間
　持参の場合 ： 平日（8:30～17:15）
　郵送の場合 ：７月５日（金）必着

● 契 約 職 員 募 集 の お 知 ら せ ● ● 職 員 採 用 試 験 の お 知 ら せ ●

■採用人員等
　　
　　■募 集 職 種
　　■資 格 要 件
　　

■試 験 日 程
　　　
　　　　　　　　　
　　

■試 験 内 容
　　■申 込 方 法
　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

〒311-1528　鉾田市当間 228 番地　社会福祉法人鉾田市社会福祉協議会　総務企画係
　　　　　　　TEL：0291-32-5831　FAX：0291-32-5832

● 問い合わせ・申込先 ●

の
田
植
え

の
田
植
え

「
の
ぞ
み
」

「
の
ぞ
み
」

「
の
ぞ
み
」

「
の
ぞ
み
」

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

   

三
和
高
齢
者
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　（
旭
地
区
）

　私
達
の
ク
ラ
ブ
は
、
旭
地
区
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
た
平
坦
な
地
帯
に

あ
り
ま
す
。
会
員
は
四
十
五
名
で
す
。

こ
の
内
の
六
名
は
他
区
か
ら
参
加
し

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
年
齢
構
成
は

六
十
四
才
か
ら
八
十
九
才
の
方
々
ま

で
と
、
幅
広
く
参
加
を
頂
い
て
お
り
、

名
実
共
に
充
実
し
た
会
の
運
営
を
し

て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
区

内
の
方
々
の
御
理
解
を
頂
き
、
当
会

の
運
営
の
た
め
、
た
く
さ
ん
の
助
成

金
を
頂
い
て
お
り
、
本
当
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
毎
年
の

総
会
に
は
、
前
年
度
の
事
業
報
告
・

決
算
報
告
、
新
年
度
の
活
動
計
画
、

予
算
書
等
の
審
議
を
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
総
会
資
料
は
会
員
を
は
じ
め
、

区
長
、
副
区
長
さ
ん
に
も
配
布
し
て

お
り
ま
す
。

　近
年
、
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
ペ

タ
ン
ク
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
々

が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
参
加
者
も
年
々
多
く
な
り
、

色
々
な
団
体
が
主
催
し
て
、
一
年
間

を
通
し
て
各
種
大
会
が
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　一
方
、
当
会
々
員
の
多
く
の
方
々

が
趣
味
を
生
か
し
た
公
民
館
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中

の
当
会
の
活
動
の
一
つ
に
「
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
活
動
は
年
間
を
通
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
他
の
当
会
の
活
動

事
業
を
行
う
に
は
、
色
々
な
団
体
の

活
動
日
に
重
な
ら
な
い
様
に
日
程
を

組
む
の
が
一
苦
労
で
す
。

　新
年
度
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す

が
、
当
会
の
活
動
を
始
め
、
旭
地
区

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
市
の
連
合

会
の
行
事
も
多
々
あ
り
ま
す
。
当
会

と
し
ま
し
て
は
、
出
来
る
限
り
協
力

参
加
し
て
、
体
力
の
維
持
に
努
め
、

他
地
区
の
方
々
と
の
交
流
を
楽
し
み
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
楽
し
い
毎
日
を

過
し
て
行
け
る
様
、
年
度
始
め
に
当

り
決
意
を
あ
ら
た
に
し
た
次
第
で
す
。

会
長

　川

　津

　
　
　勇

　五
月
九
日
（
木
）
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
「
の
ぞ
み
」
の
田
植

え
が
好
天
の
下
、「
の
ぞ
み
」「
ス

マ
イ
ル
ハ
ウ
ス
」
の
通
所
者
を
は

じ
め
総
勢
五
十
六
名
の
方
々
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
十
三
回
目

を
迎
え
ま
す
が
、
親
子
で
手
を
取

り
合
い
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
一
生

懸
命
植
え
、
快
い
汗
を
か
き
ま
し

た
。
終
了
後
は
、「
の
ぞ
み
会
」

の
お
母
さ
ん
方
の
協
力
を
頂
き
、

一
同
で
食
事
を
し
秋
の
収
穫
祭
が

盛
大
に
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

解
散
し
ま
し
た
。

平成25年度 社協会員募集のお願い平成25年度 社協会員募集のお願い平成25年度 社協会員募集のお願い平成25年度 社協会員募集のお願い

● 一 般 会 員
● 特 別 会 員
● 法人（団体）

１口 1,000円
１口 5,000円
１口 10,000円

《会費の種類》

事
務
局
長

　
　就
任
あ
い
さ
つ

事
務
局
長

　
　就
任
あ
い
さ
つ岡 崎 正 元

　こ
の
度
、
市
の
人
事
異
動
に
伴
い

ま
し
て
事
務
局
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　今
日
の
社
会
福
祉
の
ニ
ー
ズ
は
、

地
域
社
会
の
変
化
と
と
も
に
内
容
は

多
様
化
し
て
お
り
、
社
協
の
役
割
も

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　市
民
の
皆
さ
ま
に
は
社
協
の
活
動

を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
円

滑
な
運
営
を
と
お
し
て
地
域
福
祉
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ゆ
た
か
な

　
　ふ
れ
あ
い

ゆ
た
か
な

　
　ふ
れ
あ
い

　社会福祉協議会は、誰もが安心して暮らせる「人にやさしいまちづくり」を進め
るため、地域の皆様や関係機関と連携を図りながら事業を推進する民間の福祉
団体です。市民の皆様から寄せられた貴重な自主財源である会費は、各種福祉対
策事業などを推進するため有効に活用されています。
　毎年７月～８月は、会員募集月間となっております。地域福祉推進員（区長）・自
治会長・班長さんの協力を得て、会員加入のお願いにお伺いいたしますので、趣
旨にご賛同をいただきご加入をよろしくお願いいたします。

第 43 号（７） 社　協　だ　よ　り 第 43 号 （６）社　協　だ　よ　り



福祉基金へ預託
●鉾田市女性連絡協議会 74,000円

福祉一般へ預託

●鉾田地区民生委員児童委員協議会

　（4月分） 3,345円

●鉾田地区民生委員児童委員協議会

　（5月分） 3,197円

老人福祉へ預託
●医療法人　幸樹会　鬼沢医院 

 17,005円

●加藤　　勝さん

 ウォーキングマシン 1台

●平沼　一彦さん

 タオル30本　紙おむつ２袋

●野口　　良さん タオル300本

●鎌田　伊助さん 

 ミルキークイン苗11枚

 コシヒカリ苗　　11枚

●小沢かついさん ゆかた ４着

●匿　名 　記念切手　8,794円分

◎使用済み切手・図書カード
飯塚　道夫さん ・ 野口　良さん ・

フロンティア鉾田　春の場所・大和

田農機店・（合資）集栄社・鉾田市道路

建設課・鉾田市上下水道部・鉾田地区

民生委員児童委員協議会・ひまわり

（渡辺　恵子さん）・鉾田市税務課

善　 意 　品

期間：3月11日～ 5月10日現在

多くの善意を
　　　ありがとう
多くの善意を
　　　ありがとう
多くの善意を
　　　ありがとう
多くの善意を
　　　ありがとう

善　 意 　金

地区大会
参加者募集

《鉾田地区大会》
日　時
場　所
種　目

申込先

申込締切

７月１１日（木）９：００～

鉾田総合公園

輪投げ・クロッケー・

ペタンク・ゲートボール・

グラウンドゴルフ

社協　鉾田本所

☎３２-５８３１

６月２８日（金）

●参加資格　市内在住で60歳
　　　　　　以上の健康な方
●参 加 費　２００円

※高齢者クラブ会員は、支部
　の高齢者クラブ連合会から
　お申込みください。

　　  鉾田市高齢者いきいきスポーツ大会　　  鉾田市高齢者いきいきスポーツ大会

● 日 　 時
● 場 　 所
● 対 　 象

● 内 　 容

申込み締切

《大洋地区大会》
日　時
場　所
種　目
申込先

申込締切

７月４日（木）９：００～

大洋運動公園

クロッケー・ペタンク

社協　大洋支所

☎３４-５２００

６月２０日（木）

《旭地区大会》
日　時
場　所
種　目
申込先

申込締切

７月２４日（水）９：００～

旭スポーツセンター

ペタンク

社協　旭支所

☎３７-３５７１

７月１０日（水）

　鉾田市ファミリーサポートセンターとは、子育ての手助けが出来る方
（協力会員）と子育ての手助けを希望する方（利用会員）が会員となり、
お互いに助け合って子育て支援を行うセンターです。サポートセンター
では、乳幼児安全法短期講習会を開催いたします。

７月１２日（金） 午前９時３０分～正午

鉾田市社会福祉協議会（ともえ荘２階） 鉾田市当間２２８番地

・ファミリーサポートセンター会員
・協力会員希望者（講習会終了後、協力会員として登録する
ことができます。）

・市内に居住し、現在子育て中の方、又は地域の子育てに関
心のある方。

・子どもに起こりやすい事故の予防と手当
・子どもの一次救命処置の手順（心肺蘇生法）
・ＡＥＤの使い方　講 師：日本赤十字社

７月５日（金）

乳幼児安全法短期講習会について乳幼児安全法短期講習会について乳幼児安全法短期講習会について乳幼児安全法短期講習会について
鉾田市ファミリーサポートセンター

鉾田市社会福祉協議会　☎３２－５８３１●お問い合わせ・申し込み先●

赤い羽根
共同募金

赤い羽根
共同募金 このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

受付期間 ： 6月10日（月）～7月5日（金）※土日、祝日を除く
（１） 介護福祉士　（２） ホームヘルパー

（１） 要援護者宅を訪問し、相談・支援業務等を行う。

（２） 利用者の居宅を訪問し、生活援助・身体介護等を行う。

（１） １名　（２） 若干名　※面接により決定

採用日～平成26年3月31日

※勤務成績により、年度更新あり。

（１） 普通自動車免許、介護福祉士

（２） 普通自動車免許、ホームヘルパー２級以上

（１） 月額150,000円　（２） 時給940円～

（１）通勤手当、資格手当、賞与　（２）通勤手当

（１） 午前8時30分～午後5時15分

（２）１日4時間、週3日程度勤務できる方（応相談）

土・日、祝日、年末年始

（１） 鉾田本所　（２） 鉾田本所、旭支所、大洋支所

募集する職

職 務 内 容

採用予定数

雇 用 期 間

応 募 資 格

給 　 　 与

手 当 等

勤 務 時 間

休  日  等

勤 務 場 所

１．募集する職種、職務内容、給与等

２．申込期限
　　　履歴書を下記事務局へ7月5日（金）までに提出してください。

３．採用等
　　　面接後、本人宛連絡します。

採用人員 ： 正職員　1名
採 用 日 ： 11月 1日（予定）

一般事務及び福祉事業に関する業務全般

鉾田市及び近隣市町村に居住し、次の要件を満たす方
（1）欠格事項に該当しない者で、昭和 60 年 4 月 2 日から

平成3年4月 1日までに生まれ、学校教育法による大
学（短期大学を除く）を卒業した方

（2）普通自動車運転免許を有する方
　　 （平成25年10月31日までに取得見込みを含む）

第１次試験　期　日：７月28日（日）　
　　　　　　会　場：鉾田市社会福祉協議会 鉾田本所
第２次試験　期　日：９月１日（日） ※１次合格者のみ
　　　　　　会　場：鉾田市社会福祉協議会 鉾田本所

筆記試験、作文試験、面接 ※１次合格者のみ

（1）受験申込書は、下記の申込先で配布します。
　郵送希望の場合は、宛先を明記し 120 円切手を貼っ
た返信用封筒（角２サイズ）を下記申込先へ郵送して
ください。

（2）受付時間
　持参の場合 ： 平日（8:30～17:15）
　郵送の場合 ：７月５日（金）必着

● 契 約 職 員 募 集 の お 知 ら せ ● ● 職 員 採 用 試 験 の お 知 ら せ ●

■採用人員等
　　
　　■募 集 職 種
　　■資 格 要 件
　　

■試 験 日 程
　　　
　　　　　　　　　
　　

■試 験 内 容
　　■申 込 方 法
　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

〒311-1528　鉾田市当間 228 番地　社会福祉法人鉾田市社会福祉協議会　総務企画係
　　　　　　　TEL：0291-32-5831　FAX：0291-32-5832

● 問い合わせ・申込先 ●

の
田
植
え

の
田
植
え

「
の
ぞ
み
」

「
の
ぞ
み
」

「
の
ぞ
み
」

「
の
ぞ
み
」

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

   

三
和
高
齢
者
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　（
旭
地
区
）

　私
達
の
ク
ラ
ブ
は
、
旭
地
区
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
た
平
坦
な
地
帯
に

あ
り
ま
す
。
会
員
は
四
十
五
名
で
す
。

こ
の
内
の
六
名
は
他
区
か
ら
参
加
し

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
年
齢
構
成
は

六
十
四
才
か
ら
八
十
九
才
の
方
々
ま

で
と
、
幅
広
く
参
加
を
頂
い
て
お
り
、

名
実
共
に
充
実
し
た
会
の
運
営
を
し

て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
区

内
の
方
々
の
御
理
解
を
頂
き
、
当
会

の
運
営
の
た
め
、
た
く
さ
ん
の
助
成

金
を
頂
い
て
お
り
、
本
当
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
毎
年
の

総
会
に
は
、
前
年
度
の
事
業
報
告
・

決
算
報
告
、
新
年
度
の
活
動
計
画
、

予
算
書
等
の
審
議
を
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
総
会
資
料
は
会
員
を
は
じ
め
、

区
長
、
副
区
長
さ
ん
に
も
配
布
し
て

お
り
ま
す
。

　近
年
、
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
ペ

タ
ン
ク
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
々

が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
参
加
者
も
年
々
多
く
な
り
、

色
々
な
団
体
が
主
催
し
て
、
一
年
間

を
通
し
て
各
種
大
会
が
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　一
方
、
当
会
々
員
の
多
く
の
方
々

が
趣
味
を
生
か
し
た
公
民
館
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中

の
当
会
の
活
動
の
一
つ
に
「
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
活
動
は
年
間
を
通
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
他
の
当
会
の
活
動

事
業
を
行
う
に
は
、
色
々
な
団
体
の

活
動
日
に
重
な
ら
な
い
様
に
日
程
を

組
む
の
が
一
苦
労
で
す
。

　新
年
度
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す

が
、
当
会
の
活
動
を
始
め
、
旭
地
区

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
市
の
連
合

会
の
行
事
も
多
々
あ
り
ま
す
。
当
会

と
し
ま
し
て
は
、
出
来
る
限
り
協
力

参
加
し
て
、
体
力
の
維
持
に
努
め
、

他
地
区
の
方
々
と
の
交
流
を
楽
し
み
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
楽
し
い
毎
日
を

過
し
て
行
け
る
様
、
年
度
始
め
に
当

り
決
意
を
あ
ら
た
に
し
た
次
第
で
す
。

会
長

　川

　津

　
　
　勇

　五
月
九
日
（
木
）
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
「
の
ぞ
み
」
の
田
植

え
が
好
天
の
下
、「
の
ぞ
み
」「
ス

マ
イ
ル
ハ
ウ
ス
」
の
通
所
者
を
は

じ
め
総
勢
五
十
六
名
の
方
々
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
十
三
回
目

を
迎
え
ま
す
が
、
親
子
で
手
を
取

り
合
い
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
一
生

懸
命
植
え
、
快
い
汗
を
か
き
ま
し

た
。
終
了
後
は
、「
の
ぞ
み
会
」

の
お
母
さ
ん
方
の
協
力
を
頂
き
、

一
同
で
食
事
を
し
秋
の
収
穫
祭
が

盛
大
に
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

解
散
し
ま
し
た
。

平成25年度 社協会員募集のお願い平成25年度 社協会員募集のお願い平成25年度 社協会員募集のお願い平成25年度 社協会員募集のお願い

● 一 般 会 員
● 特 別 会 員
● 法人（団体）

１口 1,000円
１口 5,000円
１口 10,000円

《会費の種類》

事
務
局
長

　
　就
任
あ
い
さ
つ

事
務
局
長

　
　就
任
あ
い
さ
つ岡 崎 正 元

　こ
の
度
、
市
の
人
事
異
動
に
伴
い

ま
し
て
事
務
局
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　今
日
の
社
会
福
祉
の
ニ
ー
ズ
は
、

地
域
社
会
の
変
化
と
と
も
に
内
容
は

多
様
化
し
て
お
り
、
社
協
の
役
割
も

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　市
民
の
皆
さ
ま
に
は
社
協
の
活
動

を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
円

滑
な
運
営
を
と
お
し
て
地
域
福
祉
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ゆ
た
か
な

　
　ふ
れ
あ
い

ゆ
た
か
な

　
　ふ
れ
あ
い

　社会福祉協議会は、誰もが安心して暮らせる「人にやさしいまちづくり」を進め
るため、地域の皆様や関係機関と連携を図りながら事業を推進する民間の福祉
団体です。市民の皆様から寄せられた貴重な自主財源である会費は、各種福祉対
策事業などを推進するため有効に活用されています。
　毎年７月～８月は、会員募集月間となっております。地域福祉推進員（区長）・自
治会長・班長さんの協力を得て、会員加入のお願いにお伺いいたしますので、趣
旨にご賛同をいただきご加入をよろしくお願いいたします。

第 43 号（７） 社　協　だ　よ　り 第 43 号 （６）社　協　だ　よ　り
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社
協
で
は
、
在
宅
で
暮
ら
す
七
〇

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
を
対

象
に
、
孤
独
感
の
解
消
や
健
康
の
保

持
増
進
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
旭
地

区
・
鉾
田
地
区
・
大
洋
地
区
で
毎
月

一
回
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
サ
ロ

ン
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
あ

い
さ
つ
か
ら
参
加
者
同
士
の
交
流
が

は
じ
ま
り
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
さ
ら
に

皆
さ
ん
と
お
い
し
い
食
事
を
囲
み
な

が
ら
一
日
を
過
ご
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
参
加
者
が
最
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
の
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
心
を
込
め
て
作
る
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
「
手
料
理
」

で
す
。
大
勢
で
食
べ
る
昼
食
は
、
自

然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
会
話
も
弾
み
、

と
て
も
に
ぎ
や
か
な
ひ
と
時
と
な
り

ま
す
。

　
帰
り
の
際
に
は
「
ま
た
来
月
会
い

ま
し
ょ
う
」
と
、
お
互
い
に
約
束
を

交
わ
し
、
こ
の
事
業
で
再
会
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
帰
路
に
つ
き
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
、
こ
の

サ
ロ
ン
事
業
に
参
加
い
た
だ
き
、
地

域
に
元
気
な
高
齢
者
が
増
え
て
く
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
社
協
ま
た

は
地
区
の
民
生
委
員
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
サ
ロ
ン

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
サ
ロ
ン

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
サ
ロ
ン

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
サ
ロ
ン

赤い羽根
共同募金 このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

赤い羽根
共同募金

保
育
所（
園
）・
幼
稚
園
児
の
作
品

　
あ
ど
け
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、絵
を
と
お
し
て
福
祉
の「
め
」を
育
む
こ
と
も

大
切
な
事
で
す
。

　
市
内
の
保
育
所（
園
）や
幼
稚
園
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

鉾田市社協
ホームページのお知らせ

社協では、福祉に関する活動を市民の皆さまにより理解していただくためホーム
ページを開設しています。ぜひ、閲覧してください。
URL http://www.hokotashakyo.or.jp （「鉾田市社会福祉協議会」で検索できます。）

季
節
の

た
よ
り

野
鳥
の
話

野
鳥
の
話

コ
ヨ
シ
キ
リ 

…
… 

【
ヨ
シ
キ
リ
科
】

　
夏
鳥
と
し
て
五
月
こ
ろ
東
南
ア
ジ

ア
等
か
ら
渡
来
す
る
。
同
じ
時
季
に
、

各
地
の
葭
原
等
で
ご
く
普
通
に
見
ら

れ
る
近
縁
の
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
に
比
べ

る
と
、
数
は
ず
っ
と
少
な
い
。
ま
た
、

国
内
で
の
繁
殖
地
も
局
地
的
で
あ
る
。

以
前
は
、
北
浦
最
北
部
付
近
で
は
身

近
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
繁
殖
地
の

除
草
等
で
現
在
は
ご
く
少
数
が
生
息

し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

　
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
に
比
べ
る
と
小
さ

く
、
さ
え
ず
り
も
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
の

「
ギ
ョ
ギ
ョ
シ
、
ギ
ョ
ギ
ョ
シ
、
ケ

ケ
シ
…
」
と
比
べ
、
本
種
の
方
が
細

く
早
口
で
さ
え
ず
る
。
頭
部
に
あ
る

黒
褐
色
の
頭
側
線
と
過
眼
線
が
本
種

の
特
徴
で
あ
る
。

サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ 

　
　
　
　
…
… 

【
カ
サ
サ
ギ
ヒ
タ
キ
科
】

　
夏
鳥
と
し
て
南
方
か
ら
渡
来
す
る

が
、
当
市
付
近
で
の
生
息
数
は
ご
く

少
数
で
あ
る
。
オ
ス
は
、
非
常
に
長

い
尾
と
青
い
ア
イ
リ
ン
グ
が
特
徴
の

美
し
い
鳥
で
あ
る
。
メ
ス
に
も
青
い

綺
麗
な
ア
イ
リ
ン
グ
は
あ
る
が
、
全

体
的
に
地
味
で
あ
る
。

　
さ
え
ず
り
は
、
早
口
小
声
で
聞
き

取
り
に
く
い
「
フ
ィ
チ
イ
　
フ
ィ
チ

イ
」
の
あ
と
に
続
け
て
、
や
や
大
き

め
で
よ
く
聞
き
取
れ
る
「
ホ
イ
ホ
イ

ホ
イ
」
と
鳴
く
。
昔
は
、
こ
の
鳴
き

声
を
「
月
日
星
」
と
聞
き
な
し
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
「
月
の
光
」、「
日

の
光
」、「
星
の
光
」
か
ら
「
三
光
鳥
」

と
い
う
名
前
が
つ
い
た
。

川
　
又
　
利
　
彦

「
お
と
も
だ
ち
と
、

　
　
　
　
た
の
し
い
ブ
ラ
ン
コ
」

　
春
の
ポ
カ
ポ
カ
な
園
庭
で
、
仲
良
し
の
お

友
達
と
一
緒
に
乗
る
ブ
ラ
ン
コ
は
と
て
も
楽
し

く
て
、
自
然
と
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

鉾
田
市
立
鉾
田
北
幼
稚
園

お
か
ざ
き
　
ほ
の
か（
５
歳
児
）

「
明
日
へ
向
か
っ
て
出
発
!!
」

　
友
だ
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
、
色
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
を
こ
め
て
・
・
・
。

　
　
鉾
田
市
立
第
一
保
育
所ま

つ
組

ツ
キ
ヒ
ホ
シ

サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
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